
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

石
破
総
理
は
７
日
に
訪
米
し
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
初
の
日
米
首

脳
会
談
が
開
催
さ
れ
る
。
果
た
し

て
ど
ん
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
相
手
が
相
手
だ
け

に
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
自
ら
を
「
関
税
男
」

と
称
し
、
高
い
関
税
を
吹
っ
か
け

て
交
渉
に
持
ち
込
み
、
他
の
政
治

経
済
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
当
面
、
カ
ナ
ダ

と
メ
キ
シ
コ
に
25
％
、
中
国
に

10
％
の
関
税
を
か
け
る
こ
と
を
打

ち
出
し
２
国
間
交
渉
に
持
ち
込
ん

だ
。
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
こ

れ
か
ら
交
渉
が
本
格
化
す
る
。
こ

の
後
は
Ｅ
Ｕ
、
そ
し
て
日
本
か
。

石
破
総
理
は
対
抗
で
き
る
だ
け
の

準
備
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
側
か
ら
求
め
た
い
こ
と
よ

り
、
防
衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
％
へ

の
引
き
上
げ
や
、
関
税
引
き
上
げ

な
ど
を
強
要
し
て
く
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
細
心

の
準
備
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
会

談
の
成
否
は
、
政
権
の
行
方
に
も

直
結
す
る
に
違
い
な
い
。（
峰
）

　

経
団
連
の
十
倉
雅
和
会
長
と
連

合
の
芳
野
友
子
会
長
が
１
月
22

日
、東
京
都
内
で
会
談
し
、２
０
２

５
年
春
闘
が
事
実
上
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。両
者
は
賃
上
げ
の
継
続

や
、
原
資
と
な
る
価
格
転
嫁
が
重

要
と
い
う
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

十
倉
会
長
は「（
23
、
24
年
で
）醸

成
さ
れ
た
賃
上
げ
の
強
い
モ
メ
ン

タ
ム
（
勢
い
）
を
定
着
さ
せ
る
年
に

す
る
」
と
強
調
。吉
野
会
長
は
「
よ

う
や
く
動
き
始
め
た
賃
金
（
引
き

上
げ
）の
流
れ
を
滞
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
」と
訴
え
ま
し
た
。た
だ
、こ
の

場
で
は
、
具
体
的
な
数
字
に
つ
い
て

の
議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

25
春
闘
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

政
労
使
の
取
り
組
み
で
、
大
幅
な

賃
金
引
き
上
げ
を
実
現
し
、
日
本

経
済
の
好
循
環
に
よ
る
景
気
回
復

を
目
指
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

25
春
闘  「
大
手
５
％
・
中
小
６
％
」以
上
の
賃
上
げ
要
求

大
企
業
は
中
小
の
価
格
転
嫁
の
後
押
し
を

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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「
中
小
の
６
％
は
非
常
に
高
い
」

　

昨
年
の
春
闘
は
連
合
の
集
計
で

平
均
賃
上
げ
率
が
５
・
10
％
と
33

年
ぶ
り
に
５
％
を
超
え
ま
し
た

が
、中
小
は
４
・
45
％
で
し
た
。

　

今
年
は
中
小
の
賃
上
げ
率
に
注

目
が
集
ま
り
、
連
合
は
全
体
で
５

％
以
上
、
中
小
は
６
％
以
上
と
す

る
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

経
団
連
も
理
解
を
示
す
一
方

で
、
中
小
に
つ
い
て
は「
極
め
て
高

水
準
」と
指
摘
し
、
実
情
に
合
っ
た

議
論
を
求
め
て
い
る
と
北
海
道
新

聞
（
電
子
版
会
員
限
定
記
事
１
月

22
日
）は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

同
日
、昨
年
に
引
き
続
き
、北
海

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

道
内
の
有
効
求
人
倍
率
一
覧（
３
面
）／「
下
請
法
」抜
本
改
正
へ（
４
面
）

賃上
げが
でき
る

価格
転嫁
を！

景気
回復
へ



（２）

道
版
の
政
労
使
会
議
が
札
幌
市
内

で
開
か
れ
、鈴
木
直
道
知
事
、秋
元

克
広
札
幌
市
長
、
道
経
連
の
藤
井

裕
会
長
、
連
合
北
海
道
の
須
間
等

会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
オ
ー
ル
北
海
道
で
賃

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
、と
強
調
し
、道
経
連
の
藤
井
会

長
は
企
業
の
収
益
向
上
や
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
考
え
を
表
明
し

ま
し
た
。連
合
北
海
道
の
須
間
会

長
は
、
連
合
北
海
道
の
集
計
で
は
、

昨
年
の
道
内
の
賃
上
げ
率
は
４
・

53
％
で
全
国
と
の
差
は
大
き
い
と

し
、
賃
上
げ
に
は
労
務
費
の
価
格

転
嫁
に
向
け
た
機
運
醸
成
が
重
要

と
訴
え
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

上
げ
に
向
け
た
共
同
宣
言
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
小
賃
上
げ
に
内
部
留
保
活
用
を

　

経
団
連
は
賃
上
げ
に
積
極
的
な

姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、大
企
業

経
営
者
の
中
に
は
、「
日
本
は
生
産

性
の
低
い
中
小
企
業
が
多
す
ぎ
る
。

賃
上
げ
が
で
き
な
い
会
社
は
力
の

あ
る
企
業
に
事
業
を
譲
渡
し
て
退

場
す
る
こ
と
が
日
本
経
済
の
成
長

に
つ
な
が
る
」
と
主
張
す
る
方
も
い

ま
す
。大
企
業
に
と
っ
て
は
痛
く
も

か
ゆ
く
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
中
小
企
業
や
小
規
模
事

業
所
は
、
日
本
の
雇
用
者
の
70
％

を
抱
え
、
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
や

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
の
で
す

か
ら
、そ
う
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
政
労
使
で
合
意
し
て
い
る

の
は
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
必

要
な
原
資
を
し
っ
か
り
価
格
転
嫁

で
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
発
注

事
業
者
が
契
約
単
価
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、
行
政

の
請
負
単
価
の
適
正
化
も
必
要
で

　

衆
議
院
が
与
党
少
数
に
な

り
、「
熟
議
の
国
会
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
は
、
こ
の
通
常

国
会
で
、
20
年
ぶ
り
の
「
下
請

法
」
の
抜
本
改
正
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
４
面
参
照
）

　

こ
れ
に
は
、
不
適
切
な
代
金

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

し
ょ
う
。

　

毎
日
新
聞
は
２
月
１
日
付
東
京

版
朝
刊
の
社
説
で
次
の
よ
う
に
主

張
し
て
い
ま
す
。「
大
企
業
な
ど
の

利
益
の
蓄
積
で
あ
る
内
部
留
保
は

６
０
０
兆
円
に
も
の
ぼ
る
。今
年

は
そ
の
余
力
を
下
請
け
の
中
小
企

業
に
も
振
り
向
け
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン（
供
給
網
）全
体
の
賃
金
底
上

げ
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
」。

　

24
春
闘
の
、
賃
上
げ
促
進
税
制

の
減
税
額
の
総
額
は
７
２
７
８
億

円
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大

企
業
も
対
象
で
す
か
ら
、
中
小
企

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告   「
下
請
け
イ
ジ
メ
の
一
掃
へ
」

額
決
定
の
禁
止
や
、
振
り
込
み

手
数
料
の
引
き
去
り
禁
止
、
約

束
手
形
の
使
用
完
全
禁
止
、
荷

主
と
運
送
事
業
者
の
取
り
引
き

に
下
請
法
適
用
な
ど
、「
下
請
け

い
じ
め
の
一
掃
」を
目
指
す
内
容

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
下
請
事
業
者
」
を
「
中
小
受

託
事
業
者
」
と
呼
び
変
え
る
だ

け
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

そ
の
後
の
運
用
改
善
も
含
め
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

か
つ
べ
け
ん
じ



職業計 1.01 77,246 76,776

管理的職業 0.87 123 141

専門的・技術的職業 1.68 17,191 10,208

　開発・製造技術者 0.91 453 500

　建築・土木・測量技術者 6.72 2,747 409

　情報処理・通信技術者 0.86 985 1,148

　医師、薬剤師等 1.99 403 203 

　看護師、保健師等 1.67 4,157 2,495

　医療技術者、栄養士等 2.15 2,228 1,034

　保育士、福祉相談員等 2.39 5,097 2,135

事務的職業 0.42 7,577 17,920 

　一般事務員 0.37 5,594 15,102 

　会計・経理事務員 0.59 668 1,123

　営業・販売事務員 1.25 592 475

販売の職業 1.61 6,731 4,188

　販売店員、訪問販売員 1.40 4,139 2,956

　保険外交員、サービス外交員 2.49 187 75

　営業員 2.08 2,405 1,157

サービスの職業 2.51 19,873 7,905

　ホームヘルパー、ケアワーカー 3.51 8,451 2,410

　看護助手、歯科助手等 3.43 1,329 1.7387

　調理人、調理見習 2.51 5,113 2,039

　給仕、接客サービス員 1.98 2,849 1,438

　マンション、駐車場等管理人 0.64 337 529

保安の職業 3.78 2,004 530

　警備員 3.72 1,948 524

農林漁業の職業 1.36 894 659

生産工程の職業 2.32 6,459 2,786

　生産機械制御・監視員 1.90 184 97

　金属加工、溶接・溶断工 2.67 803 301

　その他の製造加工作業員 1.94 2,712 1,396

　機械組立工 1.60 259 162 

　整備工・修理工 5.11 2,039 399

　製品検査工 2.17 178 82

　塗装ＣＡＤオペレーター 0.81 284 349

輸送、機械運転の職業 1.97 5,207 2,646

　自動車運転手 2.31 3,883 1,681

　ボイラー・建設機械運転工 1.53 1,137 743

建設・採掘の職業 4.67 5,086 1,090

　型枠大工、とび工 6.14 988 161

　大工・左官 3.73 1,098 294

　電気工事、電気配線工 3.88 838 216

　建設・土木作業員 5.14 2,147 418

運搬・清掃・包装の職業 0.61 6,101 10,048

　運搬、配達、倉庫作業員 1.18 1,773 1,506

　清掃作業員 1.22 2,529 2,074

　包装作業員 1.71 245 143

　選別作業員、軽作業員 0.25 1,554 6,325

北海道労働局 12 月の月間求人倍率 2025 年 1 月 31 日

求人
倍率

求人
倍率

求人
数

求人
数

求職
者数

求職
者数

職　　種 職　　種

（注）1 ハローワークインターネットサービスの機能拡充 に伴い、令和 3 年 9 月以降
            の数値には、ハローワークに来所せず、オンライン上で求職登録した求職者
            数や、求職者がハローワークインターネットサービスの求人に直接応募した
            就職件数等が含まれている。
（注）2 常用とは、雇用契約において雇用期間の定めのない、又は４か月以上の雇用
            期間が定められているものをいう。

（３）

　

北
海
道
労
働
局
は
１
月
31
日
、

２
０
２
４
年
12
月
の
道
内
の
「
雇

用
失
業
情
勢
に
つ
い
て
」を
発
表
し

ま
し
た
。「
道
内
の
雇
用
情
勢
は
、

持
ち
直
し
の
動
き
に
弱
さ
が
み
ら

れ
る
。引
き
続
き
、物
価
上
昇
等
が

雇
用
に
与
え
る
影
響
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
」と
し
、「 

令
和
６
年

12
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
１
・

01
倍
（
前
年
同
月
１
・
04
倍
）
と
、

前
年
同
月
を
０
・
03
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
」と
し
て
い
ま
す
。

 

求
人
の
状
況　

 

・
新
規
求
人
数
は
２
４
７
２
０

人
で
前
年
同
月
と
比
べ
７
・
１
％

減
少
。22
か
月
連
続
で
前
年
同
月

を
下
回
り
ま
し
た
。

求
職
の
状
況

 

・
新
規
求
職
申
込
件
数
は
１
２

１
１
５
人
で
前
年
同
月
と
比
べ

２
・
８
％
減
少
。５
か
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
り
ま
し
た
。

業
に
も
っ
と
手
厚
く
措
置
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
し
、
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

大
手
の
春
闘
要
求
続
々

　

物
価
の
大
幅
な
上
昇
が
続
く

中
、春
闘
で
の
賃
上
げ
の
機
運
が
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。総
務
省
に
よ

る
と
24
年
１
〜
11
月
の
全
国
消
費

者
物
価
指
数
上
昇
率
は
２
・
０

〜
２
・
８
％
で
推
移
。専
門
家
の

間
で
は
、
25
年
も
物
流
費
な
ど
の

値
上
が
り
に
よ
り
「
２
％
程
度
の

上
昇
が
続
く
」
と
の
見
方
が
強
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
の
25
春
闘
で
期
待
す
る
賃

上
げ
率
５
％
程
度
と
は
、
２
％
弱

が
定
期
昇
給
、
３
％
前
後
が
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ（
ベ
ア
）と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
労
組
は
１
月
28
日
、「
最

高
水
準
の
賃
上
げ
を
要
求
し
た
昨

年
と
同
水
準
」と
し
、
年
間
一
時
金

（
ボ
ー
ナ
ス
）
は
昨
年
と
同
水
準
の

７
・
６
カ
月
分
を
要
求
し
ま
す
。

ト
ヨ
タ
の
影
響
力
は
大
き
く
、
近

年
は
具
体
的
要
求
額
は
公
表
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
経
営
側
は
労
働
側

の
要
求
に
４
年
連
続
で
満
額
回
答

し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
総
連
は
１
月
31
日
、
７

年
ぶ
り
に
ベ
ア
１
万
２
千
円
を
要

求
。鉄
鋼
や
重
工
で
構
成
す
る
基

幹
労
連
は
２
月
３
日
、
ベ
ア
１
万

５
千
円
を
要
求
。電
機
連
合
は
１

月
23
日
、ベ
ア
の
統
一
要
求
額
を
１

万
７
千
円
と
昨
年
を
４
千
円
上
回

り
、
１
９
９
８
年
以
降
の
最
高
額

に
な
り
ま
し
た
。ボ
ー
ナ
ス
は
前

年
同
水
準
の
「
年
間
５
カ
月
分
を

中
心
」と
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
有

期
契
約
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
目

指
し
て
コ
ス
ト
上
昇
分
を
上
乗
せ

す
る
適
正
な
価
格
転
嫁
を
徹
底
す

る
方
針
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

全
日
空
や
日
航
な
ど
の
航
空
連

合
も
同
日
、
ベ
ア
４
％
を
求
め
月

額
１
万
２
千
円
を
目
安
と
し
、
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
も
同
日
、
ベ
ア
相
当
と
し

て
正
社
員
の
月
例
賃
金
の
３
％
改

善
を
要
求
す
る
方
針
を
出
し
ま
し

た
。

　

大
手
の
回
答
は
３
月
中
旬
、
昨

年
は
、
道
内
も
含
め
４
月
上
旬
に

半
数
ぐ
ら
い
が
妥
結
し
て
い
ま
す
。

大
半
が
決
着
す
る
の
は
５
月
頃
に

な
り
そ
う
で
す
。（
青
）

北
海
道
労
働
局 

12
月
の
月
間
求
人
倍
率

雇
用
は
持
ち
直
し
の
動
き
に
弱
さ



（４）
　

政
府
が
今
通
常
国
会
に
提
案
を

予
定
し
て
い
る
下
請
法
の
抜
本
改

正
案
の
概
要
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　

１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
、
大

手
企
業
と
中
小
企
業
の
取
引
で
価

格
転
嫁
が
進
ま
な
い
商
習
慣
が
定

着
し
、
物
価
と
賃
金
が
伸
び
な
い

「
価
格
据
え
置
き
型
経
済
」に
陥
り

ま
し
た
。そ
の
結
果
、
中
小
企
業
が

投
資
と
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
で

き
ず
技
術
革
新
が
起
き
ず
、
経
済

が
伸
び
悩
む
悪
循
環
に
陥
ち
入
っ

た
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
改
善
内
容

①
大
企
業
が
中
小
企
業
に
決
済
を

行
う
際
、
振
込
手
数
料
分
を
差
し

引
く
こ
と
は
合
意
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
禁
止
す
る
。

②
約
束
手
形
は
全
面
的
に
禁
じ

る
。24
年
に
決
済
期
限
を
従
来
の

１
２
０
日
か
ら
60
日
に
見
直
し
た

が
、さ
ら
に
踏
み
込
む
。

③
支
払
い
遅
延
な
ど
継
続
し
た
事

案
し
か
違
反
に
問
え
な
か
っ
た
が

過
去
の
事
案
に
も
対
処
す
る
。

④
大
手
が
中
小
と
の
取
引
で
得
た

知
財
を
、
無
償
で
所
有
す
る
事
例

が
あ
る
が
、
知
財
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
中

小
企
業
の
成
長
の
源
泉
で
あ
り
、

実
態
調
査
を
求
め
る
。

⑤
資
本
金
を
意
図
的
に
増
減
さ
せ

て
同
法
を
逃
れ
る
脱
法
的
行
為
に

対
処
す
る
た
め
、
従
業
員
数
の
基

準
を
新
た
に
追
加
す
る
。

⑥
下
請
け
企
業
と
協
議
せ
ず
に
取

引
価
格
を
一
方
的
に
決
め
る
こ
と

を
禁
止
す
る
。

従
来
の
常
識
は
非
常
識
に
な
る

　

製
造
業
で
は
、
下
請
法
の
適
用

対
象
と
な
る
の
は
取
引
全
体
の
約

35
％
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。実
質
的
に
は
下
請
け
的
な
立

場
に
あ
り
な
が
ら
も
、
資
本
金
が

３
億
円
超
の
中
堅
企
業
な
ど
は
保

護
で
き
な
い
の
で
、価
格
転
嫁
を
供

給
網
全
体
に
波
及
さ
せ
る
た
め

に
、
独
占
禁
止
法
に
よ
る
対
処
も

要
求
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

今
後
、一
連
の
改
正
が
、
物
価
と

賃
金
が
連
動
し
て
上
昇
す
る
経
済

の
好
循
環
に
結
び
付
け
ら
れ
る
か

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
者
イ
ジ
メ
を
抜
本
的
に
排
除

通
常
国
会
に「
下
請
法
」抜
本
改
正
提
案
予
定

ち
ょ
っ
と
ジ
イ
こ
こ
に
座
っ
て

孫
が
言
い

近
頃
の
嫁
入
り
道
具
ミ
シ
ン

な
い

「
運
命
の
出
逢
い
」
と
妻
言

う
衝
動
買
い

亡
母
が
糸
通
し
た
ま
ま
の
お

針
箱

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ジ
ャ
の
発
音
に

ネ
イ
テ
ィ
ブ
感

日
の
沈
む
国
に
な
り
け
り
わ

が
日
本

原
発
も
攻
撃
受
け
り
ゃ
核
兵

器あ
の
空
に
車
は
飛
ん
で
欲
し

く
な
い

江
戸
時
代
よ
か
っ
た
言
う
が

汲
み
取
り
よ

鏡
台
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊
を
置

く
で
な
い

ハ
グ
さ
れ
て
ビ
ン
タ
で
返
す

相
撲
取
り

口
臭
の
面
前
と
い
う
ひ
ど
い

誤
字

小
学
生
令
和
に
受
け
継
ぐ
技

カ
ン
チ
ョ
ー

 （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

（
い
ま
）


